
【計算練習ゲームのやり方】

① ◯の中に、１１～１８の数字をひとつずつ、場所はランダムに入れさせる。

② □の中に、０～１０の数字を順番に、場所はランダムに入れさせる。

③ ルールの説明・板書

はさみで切る → 裏に計算の答えを書く → 終わった友だちを見つけて、「いっせいの

せ」で１枚カードを出す → 相手カードの答えを、速く正しく言えた方が勝ちで、勝つ

と相手のカードをもらえる（同じ人と連続＜３？＞回まで勝負できる。） → カードを

たくさん集めた子が優勝（賞品を示しておく ＜例＞シール～全員に渡せる工夫を）

また、答えがなかなか書けない子は、先生のところに来れば一緒に計算してあげる。先

生が頑張っていると認めたら、カードをあげるので、この方法でもカードは増やせる。

④ 「はじめ」

『教師のやること』～事前準備＝プレゼント用の切り離したカード

計算が遅い子について個別指導～頑張ってできたら，その都度カードをプレゼント。

カードがなくなった子には新しい用紙（数字は未記入）をあげる。

⑤ 「やめ」 各自の枚数の確認・賞品授与・取ったカードは持ち帰らせ、家で練習するよう

話す。








